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界面の張力を減少させて，洗襟，乳化等の諸目的
に利用される界面活性剤は，最近各種の中性洗剤が
合成されるに至って，食品及び食器の洗糠lζ， 卜分
な効果をあげ得るようになった。 lWち， ζれらの中
性洗剤は，石鹸同じくアニオン活性剤であるが，石
鹸と異払硬水にも影響されることなく，所謂石鹸
カスを作らず，すすぎも簡単であり，叉臭気を残す
こともないので，食品，食器の洗搬には適当であり
の混合ではみられなかった，両性活性剤による新し
い併用効果と考えられた。これらの研究については
共同研究者と共にすでに報告した所であるくり(2)。著
者は，両性活性剤とカチオン活性剤の併用効果K，
更に強力な洗樵力が保持されるならば，われわれの
目的lζ近いものが得られるのではないかという観点
氏立って，この二者混剤に非イオン性活性剤 NCI
を加えた三者混剤について実験を行った。その結果
三者の適度の混合化を撰ぶことによって，殺菌力は
更に増大し，被殺菌々種の範囲も Proteus，Pseu-
洗糠力は石鹸l乙劣らないものである。若しとの洗権比 domonasを含めたグラム陰性菌の広汎な域に五つ
力に加えて，殺菌力が十分に具えられていれば，か
かる洗樵の衛生学的意義は更に高められるものと云
える。しかし，従来の中性洗剤Kは， ζの両作用が
共l乙強力に行われるという乙とは，認め難い。即ち
アニオン洗剤は，洗糠力は卜分であるけれども，細
菌類殊にグラム陰性菌には殆んど殺菌力がないとさ
れており，洗樵の実際K当って，附着している細菌
を洗い落すだけであって，洗糠の方法lζよっては，
洗糠液の細菌による汚染度を却って高める結果とな
ることも考えられる。叉カチオン性活性斉IJは，消毒
剤として使用されている如く，強力な殺菌力を有す
るものであるが，反面，蛋白質，燐脂質等の有機物
質との共存l乙於いて，これらと結合し易く，洗糠作
用は低い。われわれは，さきに，ライオン油脂株式 
会社民於いて試作した，アニオン，カチオンの両イ
オンを界面活性部に有する両性活性剤の多くについ
て，殺菌作用，洗糠作用をあわせもつ新物質を探索
て，平均的に拡大することが認められ，叉，洗糠力
は，市販のアルキルスルフォン酸塩たるLiponF 
を対照としての洗樵効果は，最も強力iとなることを
知った。叉，抗酸性菌に対する抗菌性についても実
験を行ったので以下その概要について報告する。
1. 実験材料及び実験方法
試供品は，ライオン油脂株式会社で試作した両性
活性剤 LH，COH，の二種で，前者は Lmidazoline
型 N-化合物lζアルキル基として Lauryl基をつけ
たものであり，後者は前者と同様， lmidazoline型 
N-化合物の Rー にヤシ油より取った各種の脂肪酸を
つけたものである。何れも 20%の水溶液を使用し
た。カチオン性活性剤は， 4級アンモニウム砲であ
る Bionolの10%液を使用した。非イオン性活性
剤は，イオン性活性剤K，Jodineを加えであるも
ので，実験には 25%液に Jodineを2%になる如く
した。その結果，後述のような化学構造をもっ LH， 加えたものを使用した。混合剤としては LH，COH， 
COH，の2物質が単独で可成の洗樵力と殺菌力を有
していることを認めた。併し，これらの物質単独で 
は，実用的の意味では殺菌力も若干不足するもので
あったので，これらの両性活性剤Kカチオン性活性 
剤 Bionolを混ずることを試みた所， Bionolの殺
菌力は減弱しない ζとを認めた。これは，カチオン 
活性剤に非イオン性活性剤を加えた場合の殺菌力減
弱と対比的な現象であり，従来のイオン性界面剤と
のそれぞれ 20%液K，Bionolを10%になるよう
l乙混合したものを使用し，稀釈には 10%として計
算した。三種混合剤としては， No.1として LH，
Bionol，NCI，を 1:1: 1，No. 2として， 1.5: 1 : 0.5
の比K混合したもの， No. 3として COH，Bionol， 
NCI，を 1:1:1の比?と混合したものを使用した。稀
釈には Bionolの濃度を基準として 10%として計
算した。これらのサンプルは一括して第 1表に掲げ
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第 1表 試験に使用した各種界面活性剤 
LH : imidazoline型 N開化合物に alkyl基として lauryl基をつけた両性界面活性
剤(第 1図参照) 
COH : imidazoline型 N-化合物の alkyl基にヤシ油より取った各種脂肪酸基をつけ
た両性界面活性剤 
Bionol 、 : 4，級 ammonium塩のカチオン活性剤(逆性石けん〉 
LH+Bionol ‘ : LHの20%液に Bionolを10%になるように混合したもの 
LH + Bionol + NCI : LH及び Bionolに非イオン活性剤Liponox(NCI)を次の如き比に混合し
たもの No. 1. (1 : 1 : 1)，No. 2 (1.5: 1 : 0.5) 
CoH+Bionol+NCI: COH，Bionol及び NCIを1:1: 1の割合に混合したもの 
(sanilipon) 
第 1図 両性界団活性剤 LH
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次l乙各実験l乙供した試験菌としては，殺菌力即ち石
炭酸係数を求めるためには， Staphylococcus aureus 
209 P，Escherichia coli F 1，Salmonella typhi 
(三浦株〉の3菌様を用い，叉発育抑止試験には，
各種腐敗細菌より第2表に記したものを使用した。
抗酸性菌に対する発育抑制試験には，非病原性菌と
して， Mycobacterium phiei M. avium M. ATcc 
607を，病原性菌之しては，人型結核菌 H37RV及
び国立療養所入所中の肺結核患者曙疾より分離した
第2表 静菌作用テストに使用した細菌 
test organism strains number、 
Proteus vulgaris 
Ptoteus mirabilis 
Proteus rettgeri 
Aerobader aerogenes 
Aerobacter c10acae . 
Escherichia coli 
E: freundii 
E intermediateぶ 
Serratia marcescens 
Flavobactrium lactis 
Micrococcus flavus 
M. pyogenes var. 
aureus 
Bacillus subtilis 
5 YO-1，YO-2，YO-3， 
YO-4，YO-5 
5' OM-1，0乱1:-2，OM-3， 
OM-4，OM-5 
5 OR-1，OR-2，OR-3， 
OR-4，OR-5 
2 AI-1，AI-16 
2 K5，K14 
2 58，S15 
2 S5，S87 
1 S51 
1 F51， 
1 F101 
K22 1. 
1 209P 
1 W33 
結核菌Hを使用した。
石炭酸係数:殺菌力の比較は，石炭酸係数によっ
た。即ち，日本公衆衛生協会雑誌法K準じて行った。
培地は，前培養，後培養共R， 肉エキス 5.0gr，ペ
プトン 5.0gr，食塩3.0gr，水 1000ccのブイヨンを
中試験管に分注したものを用いた。供試菌の 24時
間培養を用意し，各稀釈濃度の Sample10 ccを入
れ，供試菌ブイヨン 1ccをそれぞれに加え，よく混
合してから， 2.5分， 5分， 10分， 15分の各時間lと
その一白金耳をとって，新しいブイヨン K後培養
し370C，48時間で，その発育の有無を判定，作用時
間5分で発育し， 10分で発育しない濃度をとり， 
Sampleと石炭酸の場合の濃度をとって。石炭酸係
数とした。
発育阻止作用:発育阻止力を測定するには，Agar. 
streak-method rc.ょった。即ち Sampleの各稀釈
濃度の液を作り，普通のブイヨン寒天に混じて平板
とし，被!験菌の懸潤液l乙て劃線培養を行い， 48時間
後k，その発育の有無を判定して，発育を抑制する
最高稀釈倍数を求めた。培養温度は Pseudomonas， 
Bacillus，Micrococcusは270C，他は 370Cである。
猶抗酸性菌の場合は，一定量の抗酸性菌を，非病原
性菌は 48時間培養，病原性菌は 3週間培養のもの
をとり，懸濁液とし， 乙れを Sampleの各稀釈度
の液を混じた液体培地lζ接種し，何れも 3週間後の
発育をみた。培養温度は 370Cである。
実験成績 
a) 腐敗細菌に対する抗菌力
発育抑制試験の成績は第3表の如〈である。両性
活性剤 LH，COH，単独では何れも，ほぼ同じ程度の
発育抑制稀釈倍数を示し， Micrococcus，Baci1us， 
K対しでは， 12，000倍以上の稀釈倍数で，発育を抑
制するが， Proteus R対しては何れも 100倍稀釈以
下の高濃度でも抑制が認められない。これに対し，
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LH-Bionol，COH-Bionolは，双方とも殆んどすべ Bionol単独の場合の発育抑制稀釈倍数民匹敵して
ての腐敗細菌に対して 6，400 --25，000倍の稀釈度を いる。即ち Bionolの抗菌効果は，とれを両性活性
以って発育を抑制することが認められる。これは又 剤に結合させて使用しても，減弱の程度は余り大き
第 3表 各種腐敗細菌に対する発育阻止作用抗菌力(単位 103)
孟おぞ~I i!LH iCOH| ∞H LH LH COH BionolBionol Biono1 NBiCoIno1 Bioriol NCI 
Proteus vulgaris 
YO-1 0.4 0.1 12.8 6.4 12.8 12.8 25.6 
-2 0.4 0.8 25.6 25.6 25.6 6.4 6.4 
一3 0.8 0.4 25.6 25.6 12.8 12.8 12.8 
-4 1.6 0.8 12.8 25，.6 12.8 6.4 12.8 -5 1.6 0.8 12.8 25.6 6.4 12.8 
Pr. mirabi1is 
OM-l 
くど0.1 
く0.1 6.4 12.8 6.4 3.2 6.4 
-2 0.8 6.4 12.8 6.4 3.2 12.8 
-3 0.1 く0.1 6.4 6.4 6.4 1.6 6.4 
-4 0.1 0.8 6.4 6.4 6.4 3.2 12.8 
-5 0.1 0.2 6.4 12.8 12.8 3.2 6.4 
Pr. rettgeri 
OR-1 0.2 <0.1 6.4 6.4 1.6 6.4 12.8 
-2 0.4 0.2 25.6 12.8 3.2 12.8 12.8 
-3 0.4 0.2 25.6 12.8 3.2 6.4 6.4 
4ー 0.2 0.8 12.8 12.8 6.4 12.8 12.8 
-5 0.4 0.4 12.8 6.4 3.2 12.8 6.4 
Pr.mikoYrganii 
0.4 0.8 12.8 12.8 6.4 6.4 12.8 
AS-2 0.4 0.1 12.8 12.8 12.8 3.2 25.6 
-6 0.8 1.6 12.8 12.8 6.4 3.2 
-21 0.4 0.8 25.6 12.8 12.8 12.8 25.6 
AM-2 0.8 0.8 6.4 12.8 6.4 3.2 3.2 
Aerobacter aerogenes 
AI-1 0.8 1.6 6.4 12.8 6.4 12.8 12.8 
AI-16 1.6 3.2 12.8 12.8 12.8 12.8 25.6 
同 Aerobacter cloacae 
K 5 1.6 6.4 12.8 6.4 6.4 25.6 12.8 
K14 1.6 3.2 12.8 12.8 6.4 6.4 25.6 
Escherichia coli 
S 8 3.2 1.6 12.8 12.8 12.8 12.8 25.6 
S15 3.2 1.6 12.8 12.8 12.8 12.8 25.6 
E. freundii 
S 5 3.2 1.6 12.8 12.8 6.4 12.8 25.6 
S87 1.6 1.6 12.8 6.4 12.8 12.8 25.6 
E. imtermediate 
S51 3.2 12.8 12.8 6.4 12.8 25.6 
Serratia ma …|F51 0.1 3.2 3.2 3.2 1.6 3.2 
Flavobactrium lactis 
F101 0.1 0.1 3.2 3.2 3.2 1.6 3.2 
Pseudomonas 
panonacea AHH 5 2x 10 0.1 12.8 25 3.2 6.4 12.8 
Ps-aAeHruHg2in3osa 
0.2 0.1 12.8 6.4 0.8 3.2 25.6 
M ……|ccus flK22 12.8 12.8 50 50 50 50 50 
M. pyogenes var. 

aureus 209P 12.8 12.8 50 50 50 50 
 50 
Bacil1us subtilis 
W33 12.8 12.8 50 50 50 50 50 
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くならないことが認められた。
次lと非イオン性活性剤 NCIをCOH-Bionol，LH・ 
Bionol rc.加え，三者の混合比をそれぞれ異ならせ
た No.1，No. 2，No. 3，の混剤は，何れも更に菌種 
の広汎な域に亘って，平均して発育抑制稀釈度を増
大せしめている。即ち非イオン性活性剤 NCIの適
当量の添加によって，両性、活性剤とカチオン性活性 
剤の混合物の抗菌効果は，増大されているものと云
えよう。
b) 石炭酸係数
各試験菌K対する石炭酸係数は，第4表の如くで
ある。即ち，両性活性剤 LH，.COH，は双方とも，
大体類似の値を示し，かなりの殺菌力が認められた。
然し， Bionol単独の殺菌力には劣っている。 LH-
Bionol，COH-Bionolは LH，COH，単独の場合よ
りも，更に大きい殺菌力を示すものと考えられるが，
なお Bionol単独の場合K比すれば及ばないものと
認められた。三者混合の No.1，No. 2，No. 3では
何れも， Bionol単独の場合の値に近づき匹敵する
第 4表 各種界面活性剤の単独並びに

混合物の示す石炭酸係数
 
Test organisml Micro- IEscheri・|
¥~ ミー し :::::"':.~~ I~，:';-:":~;~ ISalmonel-'--.........、~. Icoccus Ichia coli I
U 
sambi瓦----1'"'2ωp"IFtjla typhi ，"， w 
LH 1 70士 10 r 70士101 35士 5 
LH-Bionol 350+50 
Bionol 
600+ 50 290:1:30 
1000士100 500+50 400:1:50 
COH 
COH-Bionol 
LH-Bionol-NCI 
(1 : 1 : 1) 
30士 5 25士 5 30:1:5 
500土 50 400+50320土30 
800土100 500士50 I350土50 
LEE--BionoLNCI |800土100 I450士50 I400土50 
(1.5: 1 : 0.5) 
COH悶 Bzonol-NCL17冊士 50 I岨O士50 I500士50 
(1: 1 : 1)
Lipon F I0.2--0.4 
ものを示す乙とが認められた。
c) Sample No. 3.の瞬間殺菌力 
以上三つの実験から，比較的殺菌ガの強い No.3.
(COH-Bionol・NCI(1: 1 : 1))を撰び， とれについ
て瞬間段菌効果を調べてみた。即ち，前述の石炭酸
係数測定の方法に準じて， Micrococcus，及び Es司
chericoia coli rc.対する 15秒， 30秒， 60秒， 120 
秒の発育抑制状況を観察した。その結果を第5表に
示す。 
即ち， Staphylococcus 209 P 1(.対しては， 6400 
倍の稀釈倍数で， 15秒間IL.， 12800倍では， .30秒間
1[.，それぞれ殺菌され， Escherichia F1 coli IL.対
しては， 8000倍の稀釈倍数で 15秒間IL.， 16000倍
の稀釈倍数で 30秒間に，それぞれ殺菌されること
が認められ，これを対照のLiponFの 10倍の稀釈
倍数を以てしでも，殺菌lと1時間を要するのに比較
すれば，はるかに強力な殺菌力を有するものと考え
られる。 
1. No.3の洗練殺菌効果
食品，食器類洗糠の実際lζ当って，くり返し使用さ
れた洗糠液中では，細菌数は当然増加する。われわ
れは，混合剤 No.3を撰んで，実除lと野菜を洗糠し，
洗糠液中の生菌数を測定することによって，その洗
糠効果を調べてみた。対照として，同時lζ，市販の
アJレキルアリルスルフォン酸であるLiponFの洗
糠効果を調べた。方法は判定を容易にするために， 
Micrococcus，BaciUus，Esch~richia， Aerobacter 
Pseudomonas等であらかじめ汚染した水1[.，清浄
野菜を入れ， 30--60分間浸潰し，後引上げて水を切
っておく。次IL.Li pon F，COH-Bionsl-NCI，のそ
れぞれの樵洗部分の濃度が， 0.4%になるような洗
糠液を作り， その各々 1000cc 1[.先の野菜を入れ， 
10分間時々撹持しながら，洗i保する。野菜を引上げ
てから 10分間放置し，直ちに各洗糠液中の生菌数
第 5表 Sample Ne. 3 (sanilipon)の瞬間殺菌力 
Sanilipon 
Staphylococcus 209 P 
15秒 30秒 60秒 120秒 
Escherichin coli F 1 
15秒 30秒 60秒 120秒 
6400x 
12800x 十 一
51200x + 十 + 
一 
一 
8000x 一 一
16000x + 、一
32000x 十 十 十 
一 
一 
+ 
Lipon F 
lOx + + 一
20x 十 + + 
40x + 十 十
一 
十 
十
5分 I2川 5分 12竺。
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第 9 表 
Kirchner培地 Sauton培地
mycobacterium ATcc 607 200
0055
吐 
4
佳
A nUAUAUAU 
いてすでに発育し，他方 Santon培地では， 50万
燐酸一水素ナトリウム 3.0gr 
燐酸二水素カリクム 4.0 
硫酸マグネシュウム 0:6 
クエン酸ソーダ 2.5 
アスパラギン 5.0 
グリセリン 20.0 
蒸溜 7Jc. 1000.0 
牛血清 100.0 
第 10表 各種液体培地での比較(発育阻
止最小稀釈濃度単位103) 
ton州知hドー 
mycobacterium phlei r 100 I200 
アスノTラギン 、ιOgr
グリセリン 60.0 
クエン酸 2.0 
燐酸ン水素カリウム 0.5 
硫酸マグネシュウム 0.5 
クエン酸鉄アンモニウム 0.05 
蒸溜 7Jc. 1000.0 
と思われた。即ち，第8表に示す如く，非病原性抗
酸菌では， KirchnerとSantonの二つの培地に於
て， 200.-.400x103程度のほぼ近接した稀釈倍数で
発育が抑制されているが，乙れに対し，病原性抗酸
性菌では， Kirchner培地では， 0.5倍の釈訳度K於
第 6表 Sample No.3で汚染野菜を
洗浄した場合の殺菌効果
|特生菌数|大腸菌群 MPN値 
No.3 (Sanili‘ 
pon) 
Lipon F 
器洗浄液 1cc当り
と犬腸菌群 M.P.N.値を測定した。生菌数測定は
食品衛生検査指針lとより型の如く行い，叉大腸菌群
M.P.N.値は， LB醗酵管を省略，直接 BGLB醸
酵管を用いて測定した。乙れらの結果は，第6表の
如くである。即ち， No.3.では， 5分時にはLipon 
Fの.1/100以下に減少し， 20分後では， 1/2075以下と
なっている。大腸菌群 M.P.N.値は， 5分後で 
Lipon Fと1/lO万以上の差を示し， 20分後では， 
No.3.では完全殺菌に近い値を示している。叉，水
第 7表 洗浄液の pHを異にした場合
の石炭酸係数 
Sample N0.3lScotacpcmhylo-了jEsche巾 hiallstydpIhhi. 
A (pH 6.0) 550:t50 300十 50 450+50 
B (pH 7;0) 700士50 300土50 500十 50 
C (pH 8.0) 700:t50 400+50 500+50 
溶液の pHを酸性域からアノレカリ性域に亘って変え
て，その石炭酸係数を測定したが，第7表の如く，
三種の被検菌i乙対し，何れもほぼ類似の値を値を示
すζとが認められた。 
III. 抗酸性菌に対する抗菌力
抗酸性菌では，病原性菌と非病原性菌とでは，培地
での発育条件や様態を異にするので，界面活性剤を
混入させた培地での発育抑制試験の結果は，複雑な
要因を含むものと考えられる。従って実際に際して
は，蛋白含有培地である Kirchner培地と，無蛋白
培地である Sauton培地の二種について，界面剤添 
加による発育状況に対する影響をみたのであるが，
蛋白含有培地に或る濃度の思面剤を加えると，白濁
を生ずるのが認められた。 ζのために思面剤直接の
効果が充分な条件下でみられなかったのではないが
第8表 抗酸性菌に対ーする発育阻止作用
〈単位 103) 
(Sauton培地 370C，2週間培養)
非病原性菌 |病原性菌 
myωa伽 iumphlei 200 1H37RV附 (800) 
mycobacterium ATCC 

607 400 

mycobacterium avium 200 

(400)器 H d. 80 
者( )は 4週間培養， A患者より新に分離した株
mycobacterium avium 200 
mycobact. tub. H 37RV 0.1 
倍程度に至って発育するのが認められ，病原性抗酸
mycobact. tub. H 0.1 菌では，培地を異lとするととによって，成績によって
成績に大差あるものと思われた。(第9表，第 10表)
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IV者 察 
食品，食器の洗糠Iζ際して，単に汚染物を洗い落
すという作用のみでは，洗糠の目的K十分達したと 
はいえない。細菌汚染の場合，細菌を洗い落すとい
うととは，他の有機物の場合と違って完全を期し難
い。のみならず，その洗糠液中に洗いこまれた生菌
は， くり返し使用される場合には，当然増加するこ
とが考えられる。従つで物理的な洗糠作用と共Ir.， 
界面菌が細菌K直接作用して，殺菌乃至静菌作用を
有することが，食品，食器の洗糠lζ求められる理想
的条件である。
従来，洗剤として使用されている界面活性剤の内
殺菌作用の面で最もす〈守れているとされているのは
カチオン性活性剤である。
われわれが， さきに， 4級アンモニウム塩 Bionol
について行った殺菌力及び発育抑制試験では，両性
活性斉IJLH，COH，それぞれ遥かに優ることが認め
られた(11)。乙の反面，共存する蛋白質や燐脂質等と
結合し易いことが認められてをり，このためか，洗
糠液の汚染甚しく，洗糠効果が落ちるようである。
叉，すく守れた洗瀧力を有するアニオン性活性剤との
混用では，洗糠殺菌二作用とも減弱する。
即ち，各イオン性界面剤単独では，殺菌，洗j俸の
ニ作用共に強力なる乙とを望むものは難しく，叉，
単イオン性界面剤の単なる混用では両作用共減弱す
るととが明らかにされたので，われわれは，両性活
性剤と他の界面剤との混合剤について実験し，カチ 
オン性界面剤との混剤である LH司 Bionol，COH-
Biouol，何れも， Bionol，の殺菌力を保持し，且つ
強力な洗糠力を具えていることを認めた。即ち両性 
界面剤とカチオン性思面剤との混剤は，ほぼわれわ 
れの目的Iζ沿い得るものと考えられるのであるが，
殺菌及び抗菌の作用は，従来の殺菌性のある界面剤
と同じく，細菌の種類について撰択的であり，グラ
ム陰性菌 Proteus，Pseudomonas K.対しては，陽 
性菌に対するほどに効果的でないことが認認められ
た。かつて M，Kleinらはアニオン活性剤は，グラ
ム陰性菌に作用したカチオン.活性剤を中和す?るとと
は可能であるが，グラム陽性菌に作用している場合
には，不可能である ζとを実験しているが〈5〉，一般
κ界面活性剤の抗菌力は，グラム陰性菌に対し撰択
的であるものが多いことが知られている。われわれ
は，両性界面剤を主体とする混合剤を合成すること
によって，強力な殺菌力に加えて，更に高度の洗、機
力を保持するものを見出す目的を以て， LH-Bionol， 
COH-Bionol K.非イオン活性剤 NCIを加えた三者
混合剤は，その抗菌力がグラム陰性菌の Proteus，
Pseudomonas Ir.及び，従来の界面剤に比し，撰択
範囲が拡大しているのが認められた。殺菌カは，石
炭酸係数が Bionol単独の場合の値比匹敵してを
りLH-Bionol，COH-Bionol，の場合以上に Bionol
の殺菌力を保持しているものと思われる。叉，この
石炭酸係数は溶媒の水素イオン濃度に関係なく，酸
性域よりアルカリ域lζ亘って，ほぼ同値を示してを
り，之は，従来のイオン性界面剤が，匿i有の作用 pH
域を有しているのと異ってをり，殺菌消毒の実際lζ
好都合なものと思われる。叉，洗糠力は， Lipon F 
と比較して，濃度ーと作用時間の点に於いて，大いに
差のあることが認め!られた。以上の成績から，われ
われは，両性界面剤，非イオン性界面剤の三者の適
当な混合比を撰ぶことによって，両性界面剤の強力
な洗織力，カチオン界面剤の強力な殺菌力を相並ん
で保持し，発揮させ得る混合剤を期待できるものと
思う。但し，食品食器類洗糠の実際に当って，大量
の食品残津中の蛋白質，脂質と結合し，殺菌有効濃
度が漸減してくる可能性のあることを考慮する必要
があると思われる。
抗酸性菌l乙対する発育抑制試験に際して，われわ
れは，標準培地として， Sautonの無蛋白培地を撰
んだが，之は蛋白質その他の高分子有機物質の混
入による影響を防〈寸こめであった(7)0 Alexander， 
Stanberg，Smith，らの実験以来，成績は区々であ
るが410〉，何れも実際i乙際して培地の撰択方法につ 
いて検討の余地あるものと思われる。 Dubos及び
Triton及びTween 80 1は，非イオン性活性斉Davis
A20を培地成分とじて使用し，結核菌の表面下培
養促進物質としての意義を認めているが， ζのもの
は，一面結核菌K対し毒性を有し，乙の毒性中和の
ためにアルブミンが用いられている (6)(7) (8)(9)(10)。
Kirchnerの蛋白含有培地では界面剤のため K白濁
し，菌の均等発育の判定を困難ならしめるものと思
われる。叉，烏型菌は界面剤なくして表面下発育を
行うことが知られており，従って，われわれの実験
に於いて， Sautonの無蛋白培地で非病原性菌があ
る程度発育抑制されているのが認められるのは，界 
面剤の効果に帰すべきものと考えられるが，病原性
人型菌の場合は，上述の諸要因に鑑み，猶お実験方
法K検討の余地あるものと考えられる。
細菌の表面化学によれば，細菌の表面構造は，黒
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菌の種及び発育係体により異り，その結果，グラム した。
陰性菌は親水性最も優り，グラム陽性菌は之IL劣り， 4. 本洗樵の瞬間殺菌力を検定するに，ブドー球
抗酸性菌に至って疎水性Iζ優ることが知られてをり 菌 209P株では， 6，400倍稀釈液で 15秒， 12，800倍
〉，6〉〈5〈 ζれらのことは，当然思面活性剤に対する菌 液で 30秒，大腸菌 F1株では 8，000倍で 15秒で，
の態度を異らしめることを予想させるものであり，
単独の思面剤では，撰択的な殺菌乃至抗菌作用にと
どまる ζとは，叉当然、の現象と云えよう。叉，界面
剤と細菌表面との結合力も殺菌機構の有力因子と考
えられ，非イオン活性剤Iζ静菌力のないのは，乙の
結合力を欠くためであろうとされている。他面，殺
菌力強いものは，細菌以外の蛋白質と結合し易いこ
被検菌は死滅した。即ら，強力な瞬間殺菌力を有し
ている。
腐敗細菌に対する発育阻ι本洗剤の腸内細菌， 5. 
止作用は，次のようであった。
大腸菌群9株lζは。 12，800---6，400倍稀釈濃度で， 
Protens 20株には，大部分が 12，800---3，200倍稀釈
濃度で，霊菌，フラボベパクテリウムには， 16，000 
倍釈濃度で，グラ800，12500~，2ま， i倍で，蛍光菌とも考えられる。以上の諸点については，今度の細 lLl
菌学的研究に侯たねばならないが，われわれの実験 
K於いては，両性界面活性剤 COH，LHを用いる
ととによって，他のイオン性活性剤及び非イオン性
活性剤との併用効果が期待され得るものであるとと
が明かはきれ，且っすぐれた洗樵殺菌の二効果を示
すζとが認められた。忠、面活性剤の細菌の発育に及
ぼす影響は，未だ一面的な意義しか解明されず多く
の問題を含んでいるが，今後両性界面剤の特性を主
体として，他の思面剤との種々の比率による混合剤
の抗菌性研究を重ねる ζ と托より，理想的な洗剤の 
合成を期待できるものと思われる。
総 括
食品，食器の洗糠に使用される界面活性剤l乙殺菌
を附与させる目的で本研究を行った。サンプルはラ
イオン油脂株式会社から提供されたもので，各種両
性界面活性剤，カチオン活性剤並l乙非イオン活性剤
が使用された。得られた成績のうち主なものは，次
の通りである。 会
1. 両性界面活性剤の多くの試作品のうち， imi~ 
dazoline型 N-化合物の 2物質 LH，及び COHは，
強い抗菌力を併せ持っているが，なお単独では実用
するに不十分であった。 
2. COH物質にカチオン活性剤 Bionolと非イ
オン活性剤 NCIを混合した場合，カチオン活性剤
の殺菌効果を減弱させることなく COHと非イオン
活性剤の洗瀧力を保持させる乙とが出来るととを見
出した。 
3. ζの三つの活性剤の混合比を 1:1 : 1とした
洗剤は，著者の目的に合致するものであった。本洗
剤の標準チフス菌三浦株に対する石炭酸係数は， 500
士50，大腸菌 Fl株では， 400士50，黄色萄葡球菌 
209株では， 700土50であり，強力な殺菌作用を示 
ム陽性菌並に梓菌には， 5倍以上の帰釈でその発育
を完全K阻止した。 
6. 本剤の殺菌力は，溶媒の pH6.'0---8.0の広い
範囲に豆って一定であるので，洗携の実際Iζ当って
有利である。 
7. 人工的に汚染した野菜を実際に洗糠し，洗糠
液中の生菌数，大腸菌 M.P.N.値を洞定したが，
中性洗剤ライポン Fと比較して生菌数では，洗糠5
分後， 1/100以下に減少し，大腸菌 M.P.N.では，
10万分の 1以下に減少したので，洗樵液の繰返し使
用が可能となった。 
8. 抗酸性菌に対する抗菌伴用をみるに，非病原
性菌では， 200，000---400，000倍稀釈で， 病原性結核
菌では， 800，000---1，600，000倍で発育が阻止された。
併しζの抗菌作用は結核菌の場合， Kircher培地の
如き血清を加えたものでは激減した。
稿を終るにあたり，終始，御懇篤な御指導と
厳正な御校聞を賜わった思師相磯和嘉教授に厚 
く御礼申し上げます。また，一方ならぬ御協力 
を預った松野仁，飯田宏美両助手はじめ，研究
室諸兄姉K深謝致します。
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